
県内中小造船及び関連企業の
現状と課題

１.県内中小造船所（２２社）
２.県内造船関連企業（１０４社）

アンケート回答数



設備上の課題

老朽化が最大の問題です

ＱⅡ－１－（５）

１．中小造船所



設備や機械の導入の予定や希望

導入のタイミングは
老朽化と、効率化・品質向上

ＱⅡ－１－（６）



生産関連部門の技術者、有資格者

７割の造船所が専門技術者不足です

ＱⅡ－２－（４）－①



生産関連部門の年代層別充足度

熟練層 中堅層 若年層
60.0％ 52.6％ 65.0％

若年層の確保が急務です

ＱⅡ－２－（４）－①



非生産関連部門全体と、営業部門

５割の造船所が営業員の不足感を感じています

ＱⅡ－２－（４）－①



人員不足対策
ＱⅡ－２－（４）－②



３年後の売上高、経常利益の見通し

３年後は造船所の２５％が売上高、３０％が経常利益
の減少を予想しています

ＱⅢ－２－（１）



現在の経営課題

技術者不足が半数
設備の不足が1/3

ＱⅢ－３－（１）



今後の経営方針

新たに３つの方向性
が考えられています

ＱⅢ－４－（３）



今後の事業展開

現有技術
の高度化

73.7

ＱⅢ－４－（４）



ＡＳＥＡＮ諸国及びそれ以外の国への輸出

ＱⅢ－４－（５）、（６）



海洋関連の新産業分野への取り組み状況
ＱⅢ－４－（７）



後継者の決定状況

ＱⅢ－４－（８）



望ましい支援制度・施策

融資支援の他、

①人材育成
②技術高度化支援
③受発注支援

を希望しています

ＱⅣ－１





技術、品質、納期が
アピールの3本柱です

ＱⅡ－１－（２）

２．造船関連企業

アピールポイント



ＱⅡ－２－（３）、（４）

設備の課題と導入時期

造船所と同じく、課
題は老朽化
導入のタイミング
は老朽化と、効率
化・品質向上です



生産関連部門の年代層別充足度

熟練層 中堅層 若年層
47.30％ 58.3％ 68.9％

造船所より、若年層の確保が急務です

ＱⅡ－３－（４）－①



非生産関連部門全体と、営業部門

４割強の関連企業が営業員の不足感を感じています

ＱⅡ－３－（４）－①



現在の営業の方法、ルート

ＱⅢ－１－（３）



受注（営業）の課題

３割の会社が、現時点での新規開拓不足を挙げてい
ます。

ＱⅢ－１－（４）



３年後の売上高、経常利益の見通し

経常利益の減少は、造船所の３割より多い、４割の
会社が予想しています

ＱⅢ－２－（１）



現在の経営課題

３割強が新規受注
ルート不足を挙げて
います

ＱⅢ－３－（１）



今後の造船関連と非造船関連の受注希望の割合

ＱⅢ－４－（２）



今後の経営方針

既存技術の高度化は５割強
営業強化は４割弱
新分野進出は３割強の要望です

ＱⅢ－４－（３）



事業展開の希望

ＱⅢ－４－（４）



ＡＳＥＡＮ諸国及びそれ以外の国への輸出

ＱⅢ－４－（５）－①、（６）



海洋関連の新産業分野への取り組み状況

ＱⅢ－４－（７）



望ましい支援制度・施策

人材育成支援に次い
で、３割強が仕事の
受発注支援を挙げて
います。

ＱⅣ－１


